
広域化で非農家の活動認知向上

広域組織設⽴時には、⾮農家も含め
て説明会を⾏いました。この結果、
制度の認知が深まり、⾮農家の活動
参加も増えています。

先を見据えた維持管理体制の構築

ドローンなどの省⼒化機械の積極
活⽤にとどまらず、オペレーター
の育成や作業賃⾦の安定化にも挑
戦しています。

1�歩も2歩も“先”を⾏く  “先進地”

伊根町
農村広域協定

運営委員会
 伊根町

⽥植え、稲刈り、そして親⼦会で

の餅つき、⾃分で植えみんなで⾷

べるお⽶は格別です。

令和元年度に６組織で広域化がスタートしました。その後は参画組織も増え、今では全町
をカバーする規模に拡⼤しています。広域化をきっかけに活動が広く周知され、集落間や
農家・⾮農家の垣根を越え、⼀体となった活動が⾏われる様になり、ラジコン草刈機など
を積極的に活⽤するなど、先を⾒据えた農地保全活動、地域づくりが⾏われています。

小学校と連携した田植え体験

農地保全と地域づくりの



萩原集落協定
 福知山市

農地の荒廃防止

集落の農地を守るため、有志グ
ループで積極的に保全活動を⾏
っています。

一面に広がる美しい「そばの花」

秋には「そば」を栽培し、今後は春
の「れんげ」栽培を計画しています。
その美しい景観は、地域住⺠にも喜
ばれています。

集落の農地を荒廃させたくないという強い思いから、有志による新たな農作業グループ
を結成し、「そば」を栽培して遊休農地の有効活⽤などを始めました。結成１年⽬から、
グループで活動すれば個⼈に掛かる負担を軽減できることを実感し、この取組の効果を
他地域へも普及できればと考えています。

中⼭間直接⽀払の協定共同で
獣害柵を設置し、集落全体で
⿃獣害防⽌対策をしています。

集落全体で共同活動

⼀⼈⼀⼈のを結成し “負担軽減”へ “有志グループ”



越畑農事組合
集落協定

 京都市
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を上⼿に魅せる！

「棚⽥こそが地域の資源」と捉え、農地の区画を変えることなく農道と⽔路のみを整備する
など、棚⽥の景観を守り続け、令和３年度には「つなぐ棚⽥遺産」に認定されました。地域
の特産品そばを使った料理を味わえ、地域のランドマーク的な役割も担う「越畑フレンドパ
ークまつばら」を中⼼に、特産品ホオズキの栽培や季節に合わせた各種イベントの開催など、
地域資源を積極的に活⽤し、地域活性化に取り組んでいます。

“棚⽥”

地域の特産品「ホオズキ」

棚⽥を「ホオズキ」で彩り、耕作放
棄を防いでいます。特産品として、
都市部にも出荷しています。

越畑ﾌﾚﾝﾄﾞﾊﾟｰｸまつばら

地元産そばを使った⼗割蕎⻨は、
⼤⼈気で、年間約２万⼈が訪れ
ます。

｢ハロウィン祭」や�「愛宕⽵灯籠」
など、美しい棚⽥を会場にしなが
ら様々な地域イベントを開催して
います。

多様な地域イベントを開催

“そば”と で地域活性化に成功！“地域資源”



中 村
地域活動組織

 南丹市

⾼齢化により集落の寄合いが減るなど、コミュニティ機能の低下を危惧したことから、
地域誌の作成を決意しました。地域の⽂化や歴史などをまとめるため、⽉に１回の話し
合いの場を設けることで、地域の課題や今後のあり⽅について共通認識を持ち、地域活
動に取り組むことができるようになり、集落の結束⼒が⾼まりました。

“地域誌作成”をきっかけに再集結！ 向上に

「わが故郷 中村の記録」の作成

住⺠みんなで何度も話し合いを重ね、
地域の⽂化・歴史・⾏事などをまと
めた“地域誌”を作成しました。

和気あいあいのムラづくり

地域誌づくりをきっかけに、これか
らのムラのあり⽅について知恵を出
し合い、より良いムラづくりに励ん
でいます。

集落内には、複数集落が受益となる
⼤きなため池があります。本地区が
主となり、取⽔操作や維持管理を⾏
い、⻑い間守り続けています。

大事なため池の維持管理

“ｿｰｼｬﾙｷｬﾋﾀ゚ﾙ”
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